
■AmiVoice®  Front WT01 設定

１ モード変更方法 ～AmiVoice® Ex7ではモード２～

AmiVoice® Front WT01 には5つのモードがあります。
AmiVoice® Ex7 で使用する際は、モード２（AVRCPモード）で使用します。

※WT01は、さまざまな用途やソフトウェアに対応するため、複数のマイクモードをご用意しております。

新規出荷時は「モード1」に設定されていますが、AmiVoice® Ex7をご利用の際は「モード2」への設定変更が必要です。

ご使用前に、マイクモードをご確認のうえ、必要に応じて「モード2」へ手動でご変更ください。

◆モード確認方法(１・２）・モード切替方法（１～５）

1 ミュートボタン とファンクションボタン を同時に長押しします。

2 長押して約1秒後に、現在のモード番号が音声で流れます。

3
2 から手を離さず押し続けます。
約5秒後に次のモード番号の音声が流れます。

4
次のモード番号の音声が流れたら手を離します。
※モードは１つずつ切り替わります。

5
モード番号「２(ツー)」が再生されるまで、
上記１～４の手順を繰り返します。

２ 録音音量調整 ～音の入りが悪い場合：WT01の録音音量を調整～

AmiVoice® Ex7の設定より録音音量・感度などを調整しても音の入りが悪い場合は

WT01自体の録音音量を調整してください。

録音音量は16段階で調整することができます。

通常は、音量を10からはじめ、音が入らない場合は、音量を上げる。

音を取りすぎている場合は音量を下げるよう調整してください。

◆録音音量の調節方法

1
ボリュームボタン の[＋]または[ー] とファンクションボタン を

同時に長押しすると「10（テン）」などと現在の音量が流れます。

2
ボリュームボタンとファンクションボタンを押し続けると

音声が流れ音量が変わります。

※ペアリング状態でないと録音音量は変更できません。
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録音状態 WT01音量 音量変更後の声の大きさと音声認識 音量変更後の周囲音

音が入らない 上げる 小さな声でも認識されやすくなる 周囲の音も拾いやすくなる

周囲の音を取りすぎる 下げる 大きな声でないと認識されない 周囲の音を拾いにくくなる

大きい声での発話が必要
周りの環境音を拾いにくい

小さい声でも拾うことができる
周りの環境音を拾いやすい
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再生1：現在のモード

同時長押し

音量が変わるまで
長押しし続けます。

モードが2回再生されたら

・録音状態とWT01録音音量変更の関係
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